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OA方針策定後のリポジトリ運用

安達 修介 （横浜国立大学附属図書館）
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策定までの道のり

2016年6月
リポジトリ運営委員会で研究成果公開に関するポリシーの策定に向け検討
を 開始すると提言

2016年12月 リポジトリ運営委員会で他機関のOA方針に関しての状況報告

2016年12月～
2017年2月

各部局教授会でOA,OA方針に関する説明

2017年6月
リポジトリ運営委員会でOA方針(案)作成WG立ち上げ
WGメンバー：図書館長・各部局教員・担当係職員・URA(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ)

2017年7月～8月 策定WGによる方針(案)作成会議 (全2回開催)

2017年9月
WG作成OA方針(案)をリポジトリ運営委員会で報
告 各部局での検討願い、質問・意見募集

2017年10月 OAに関する勉強会として外部講師による講演会実施

2017年12月 OA方針(案) リポジトリ運営委員会承認

2018年2月 OA方針 教育研究評議会承認

2018年4月 OA方針 施行



2019/11/14 図書館総合展2019フォーラム 3

横浜国立大学の各年発表論文の
オープンアクセス率
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OA方針の策定が
OA率の変動に影響を
及ぼしたかどうかは
明確には分からない
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オープンアクセス率を上げるための取り組み①：

教員への論文ファイル提供依頼

①所属教員のWeb of Science新着
論文がOAになっているか調査

②OAになっていないものについて、
月に一度論文ファイルの提供を依頼（メール）

③ファイル提供

④提供されたファイルをリポジトリに
登録

図
書
館

教
員
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オープンアクセス率を上げるための取り組み①：

教員への論文ファイル提供依頼

実際のメール文面
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オープンアクセス率を上げるための取り組み①：

教員への論文ファイル提供依頼

36%
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依頼メールへの反応

（2019年4月-9月）

返信（承諾） 返信（断り） 返信（保留） 未回答

反応が100%あるわけ
ではないが……

4月から増加した330件の
うち約4分の1は提供依頼
に応じて提供されたもの
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教員の反応

・「リポジトリってなんですか？」
・「著作権は出版社に譲渡しています」

・数か月経ってから連絡をくださることも
・依頼後、依頼対象でなかった非OAの
自著論文を送ってくださる先生も
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オープンアクセス率を上げるための取り組み②：

OA方針の宣伝

「この広報をすれば
OA方針が一発で浸

透する」という広報
はないですね。

URAの先生に方法を相談するも……
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今後の取り組み①：

継続して論文ファイル提供依頼を続ける

・ファイルを送付してもらうのではなく、
アップロードしてもらう形にする

・メールの文面を変更する
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今後の取り組み②：

オープンアクセス捕捉率を上げる

Unpaywall

https://unpaywall.org/

・Our Research（旧ImpactStory）

の提供するサービス
・申請すると、リポジトリに
掲載している査読済みの

著者最終稿の情報が、
Web of ScienceにOA情報と
して捕捉されるようになる

・申請は無料

https://unpaywall.org/
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今後の取り組み②：

オープンアクセス捕捉率を上げる

BASE

https://www.base-search.net/

・ビーレフェルト大学図書館が

運営しているデータベース
・ここに機関リポジトリが収録
されていると、ImpactStoryに

GreenOAとして捕捉されやす
かった？

https://www.base-search.net/
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おまけ：オープンアクセスウィーク2019企画

「志田館長からの挑戦状 オープンアクセスウィークスペシャル」

表面 裏面
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